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「園全体での連携」「助け合いの精神」でノンコンタクトタイムを創出！ 

社会福祉法人 春陽会 中比恵ソレイユガーデン保育園 

園児数：104人 職員数：30人 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇 取り組み内容 

 ★園全体で協力体制を作り、持ち帰り仕事や残業時間を縮減。 

 ・自分の担当クラスを超えて保育に入れる体制を作り、「ノンコンタクトタイム」を創出。 

 ・子どもの数が少ない時間は「クラス時間」としてクラス全体でイベント準備などに従事。 

 ・保育士の負担軽減のため、作り物などのイベントの準備は補助者に依頼。 

 ・「すること年間スケジュール予定表」を活用し、業務を見える化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 具体的な取組内容 

中比恵ソレイユガーデン保育園 春田園長 茂永主任にお話しを伺いました。 

● 自分の担当クラスを超えて保育に入れる体制を作り、「ノンコンタクトタイム」を創出 

 ・正規職員は月に２回、非常勤職員は月に１回、「ノンコンタクトタイム」が取得できるよう

に調整しています。基本的にはシフトに明示しますが、子どもの状況やその時々の状況判

断も必要ですので、取得可能日の前日にも各職員に伝えるようにしています。 

 ・「ノンコンタクトタイム」の位置づけは自分の事務の時間。１回基本は３時間です。この時

間に週案、個人記録、クラスだよりを記載します。 

 ・「ノンコンタクトタイム」を取得できるように月に２回はフリー職員の内１名を「事務代

替」として「ノンコンタクトタイム」を取得する職員の代替として配置。また、未満児ク

ラスの職員１名は自分のクラスの午睡中、１時間は必ず以上児クラスに入ります。その時

間を利用し、以上児クラスの職員は休憩を取得するなどしています。 

   その他にも「五領域の活動」の時間や土曜日を活用し、皆が平等に「ノンコンタクトタ

イム」を取得できるように調整しています。（写真１・２） 

 

 

● 子どもの数が少ない時間は「クラス時間」としてクラス全体でイベントの準備などに従事。 

 ・当園では、クラス会議の時間は特段設けておりません。その代わりに、子どもの数が少な

い時間帯は「クラス時間」とし、クラスには必要な職員のみを残して、残りの職員は事務

室でイベントの準備やクラスの作り物などに従事します。「クラス時間」の取得はクラス

に任せており、自分たちで判断し取得しています。 

 

 

 
● 保育士の負担軽減のため、作り物などのイベントの準備は補助者に依頼。（写真３・４） 

 ・当園では、「フリー作業ノート」を活用し、作り物はできるだけ、補助者の先生に依頼して

います。「フリー作業ノート」には各職員が「作業内容」「担当者」「仕上げ予定日」を記入

しておくと、補助者の先生やフリーの先生が手の空いた際に、作業をしてくれます。 

 ・補助者の先生が迷わないように、見本と説明書きは材料とともに置いておきます。 
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２ 取組のきっかけ 

「ノンコンタクトタイム」「クラス時間」など様々なことに取り組んでありますがきっかけを

教えてください。 

● 園長先生の思い。 

 ・「保育室内では保育に専念してほしい」という思いがあり、「これをしなければ」とい

う気持ちが先行し、保育室内で子どもに背を向け、事務をするということをなくした

いと思っていました。 

 ・自分の思いを実現するため、休憩時間を上手に取得している保育園に見学に行き、や

り方を学び、特に若い職員の意見を聞き「ノンコンタクトタイム」と「休憩」が取得

できるよう当園に合うようにアレンジしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 運用上の留意点 

取組みを進める中で気をつけていることを教えてください。 

● 保育は園全体で、仕事を抱えこまない。 

 ・与えられた仕事を責任持ってやる、ということは重要ですが、個々の職員だけで「仕

事を抱えこまないように」「園全体で行う」という姿勢を大事にしています。 

 ・どの職員も豊かな経験をしてきていますので、一人担任の先生の価値観だけでなく、

多くの職員が３、４、５歳児に係わることで、子ども達がより豊かな経験に触れるこ

とが出来ると思ったからです。 

 ・また、補助者の先生も、「作りもの」ばかりをするのではなく、適宜保育室で保育の補

助にあたってもらい、保育士になる準備や勉強もしてもらいます。このように補助者

や非常勤職員も含めて「園全体で」という姿勢を大事にしています。 

 

 

 

 

 

 

● 「すること年間スケジュール予定表」を活用し、業務を見える化。（写真５） 

 ・当園はイベントが多く、準備することも多くあります。そのため、「すること年間スケジュ

ール予定表」にイベント準備の開始日もすべて書き込み、いつ準備を開始すれば良いか誰

でもが把握できるようにしています。 

 ・１年間の業務を見える化することで、いつ何をすべきかが明確になり、各クラスが「クラ

ス時間」を活用し、イベント準備にあたります。「この程度の時間がかかるからここから準

備を開始する」というように前年度末に「予定表」を主任が作成します。 

  １年間の見通しを持ち、計画的に進めているため、「イベントが多くても、業務が回らな

い」ということはありません。 
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● 「助け合い」「連携」「均等」を大事に。 

・「仕事の平準化」は常に意識します。主任が常に園全体を見て、「ここのクラスは今

忙しいそうだ」と思った際は、フリーの先生に「〇〇先生、こちらに入ってくださ

い」というように職員を配置しています。フリーの先生をどこのクラスでも入れる

ようにしているのは、このためでもあります。逆もあります。「このクラスは今、落

ち着いている」と思った際は主任が「〇〇先生、出ていいですよ」というように声 

 かけし、別の業務にあたってもらうなど、効率的に職員を配置しています。 

・「ノンコンタクトタイム」の取得回数もカウントし、皆が同じ回数取得できるように 

 工夫しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みを進める中でどのような成果がありましたか。 

● 持ち帰り仕事、残業がなくなった。 

・「ノンタクトタイム」中に週案、個人記録、クラスだよりを作成、また、市の補助金

を活用し「保育補助者」を雇用し、「作りもの」はできるだけ補助者の先生に依頼し

ていますので、「持ち帰り仕事」や残業はなくなりました。自分のシフト時間が終わ

れば、皆速やかに帰宅しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 取組みの成果 

● うまく行かない時は皆で話し合う。固執しない。 

・色々とやっては来ましたが、もちろんうまくいなかったこともあります。うまくいか

ない場合は、皆で都度話し合うようにしています。例えば、休憩中の過ごし方です。

以前は「休憩中は仕事をしてはダメです」と言っていましたが、職員から「休憩中に

仕事をしたい場合もあるので、そこは自由にさせてほしい」という意見があがりまし

たので、皆で話し合い、今は自由にしています。 

・うまく行かない場合は常に職員と話し、柔軟に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 職員が自主的に行動するようになった。 

・年度当初に、1年間見通しを持って保育を行うことができるように「すること年間

スケジュール予定表」を各職員に配布しています。非常勤職員を含めて各職員が自

分の手帳にこの「予定表」の縮小版を張り、常にスケジュールを確認しています。

また、毎週月曜日に行う０～２歳児会議と毎週水曜日に行う３～５歳児会議の中で

もすり合わせ、その結果、こちらから指示しなくても、その時期になれば、クラス

で話し合い、イベント準備に自主的に取り組んでいます。 
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取組みを進める上で心がけていることを教えてください。 

● 「どうすれば、先生たちが気持ちのゆとりを持って保育にあたることができる

か」を常に考えています。先の見通しが持てるような「すること年間スケジュー

ル予定表」の配布や、運動会委員・おゆうぎ会委員になった職員に優先的に準備

する事務時間を日中に与えるなど、負担にならないようにしています。このよう

に忙しい中でも、先生たちがゆとりを持って保育に専念できる環境づくりを常に

心がけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめ 

フ
リ
ー 

事務代替 

として配置 

 

 

「ノンコンタクトタイム取得回数」は均等になるように各自の取得 

 状況を手書きで管理。 

 

写真１ シフト表 
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「ノンコンタクトタイム」の取得は事務室

で。事務室の空いている机で行います。 

 専用の部屋やスペースは設けていませ

ん。 

 

 
  
 

 

「ノンコンタクトタイム」取得場所 

午後の活動シフト表 

 

以上児 

クラス 
未満児の先生が曜日ごとに交代

で午後 1 時間、以上児のクラス

へ入ります。 

午後の活動の内容の流れ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務室 

 

園長室 

 

写真２ 
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写真３ 

 作業ノートの内容。担当者、作業内容、注意点、締め

切り日を記載。 

写真４ 

補助者の先生に作業をお願いする際に

はメモと見本を付けます。 

 

補助者の先生には本の修理もお願いし

ていますので、作業の道具とともに修理し

てほしい本も置いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料と一緒に置いておくメモ 
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写真５ 

 

「この時期にすること」も記載。

これを見ながら職員はイベント

準備に取り掛かります。 

 

 日付未定のものは年度当初は

空欄にしています。 

すること年間スケジュール予定表 

 


